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小学生による縄文遺跡と地域の文化財体験事業 取組事例報告会 

 本事業は令和３年７月に「北海道・北東北の縄文遺跡群」が世界文化遺産に登録され、地域の文化財

に注目が集まる中、小学生が直接文化財に触れ、体験する取組を通じて、文化財の価値や魅力に関する

理解を深めるとともに、郷土に対する自信と誇りを高め、将来的に文化財の保存・活用に携わる人財の

育成を図ることを目的としたものです。 

上北管内では七戸町立天間林小学校が、令和３年度からの３年間で、史跡二ツ森 

貝塚について、発掘体験や二ツ森貝塚館及び史跡公園見学の他、調べ学習を行って、 

特徴を紹介マップにまとめた上で、魅力を伝える方法をグループごとに考え、発信 

する取組を行いました。 

 今年度は、取組事例報告会が２月６日（火）に行われ、天間林小の小笠原尚美教諭 

が「郷土に誇りと愛着を！『あいらぶ二ツ森貝塚』」というテーマで、児童の取組に 

ついて報告しました。児童からは「二ツ森貝塚の歴史をずっと守っていきたい。」 

「自分たちはすごい学習に取り組んでいたのだと思った。」といった感想がありました。 

 
 
 
多くの皆様に御協力をいただきながら今年度の初任者研修を終える 

ことができました。 
初任者は「示範授業研修」（十和田市立北園小学校、野辺地町立野辺 

地中学校）において、授業参観及び協議を通して、授業づくりの基本に 
ついて知見を広げました。また、「特別活動研修」（十和田市立ちとせ小 
学校、東北町立東北中学校）において、よりよい合意形成の方法と教師 
の役割についての理解を深めました。 
 また、「一般授業研修」では、助言者の指導のもと、授業の計画作成と実践、振り返りを行う中で、こどもたち 
に身に付けさせたい力を明確にした単元構成、授業実践上の様々な工夫を学びました。 
最後の「まとめ研修」では、思考ツールを用いて、目指す教師像とそこに到達するための実践事項をシートにま 

とめ、それをもとに２年目の抱負を発表しました。今年度、 
大きく成長した初任者２５名が今後も各自の思い描いた教師 
像を目指して歩んでいくことを心から応援しています。 
助言者や会場校の先生方、指導教員の皆様、現場で指導い 

ただいた校長先生をはじめ、多くの先生方に心から御礼を申 
し上げます。これからも、新採用教員や初期層教員への励ま 
しをよろしくお願いします。 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

            これを書いている今日はま 

だ２月中旬ですが、雪はすっ

かり解け、窓の外には美しい

青空が広がっています。 

今年度は、数件ではありま 

すが、教育課の事業に参加し、 

会場校にお邪魔して、実際の 

事業の様子を確認することが 

できました。どの事業でも、児 

童生徒が真剣に取組む様子や、たくさん吸収したいと

いう参加者の積極的な姿勢、助言者の温かい指導を目

にし、先生方の日頃の苦労や工夫、児童生徒への愛情を

肌で感じることができました。皆様の御協力に感謝い

たします。 

来年度も、上北のこどもたちと教職員の皆様が、今日

の青空のように、明るく澄み切った心で、楽しく 1 年

間を過ごせるように、教育事務所として支えて参りた

いと思います。 

 
 
           ５月以降、こどもたちの元気

な声が戻りつつある中にあっ

て、各校では「新たな自校の教

育活動」を模索する日々が続い

たのではないでしょうか。 
今年度は、所長訪問等で  

「組織のレジリエンスを高め

る」ために、「多様性への理解」

と「人財の育成」をお願いし 
てきましたが、私はこれらが全く新しいものであると

は考えていません。なぜなら、いつの時代であっても、

こどもたち一人一人に、これからの時代を生き抜く資

質や能力を育成することが、大切であることに変わり

はないのですから。 
「不易」と「流行」を見極めつつ、「新たな自校の教

育活動」を模索することこそが、学校にとっての「不

易」であり「レジリエンス」なのかも知れません。 
 今年度の皆様の御協力に心より感謝申し上げます。 

コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進 

 令和５年度コミュニティ・スクール及び地域学校協働活動実施状況調査（文部科学省）によると、上

北管内の状況は、学校運営協議会を導入している学校（いわゆるコミュニティ・スクール）が管内４２

小学校のうち２５校（６０％）、休校の１校と県立中学校を除く２７中学校のうち１６校（５９％）とな

っています。また、地域学校協働本部が整備されている学校は小学校２５校（６０％）、中学校１５校（５

６％）となっています。青森県教育委員会は、今後もコミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一

体的推進のため、研修会の開催や相談支援、放課後子ども教室等の補助に努めます。 

 

 

 

 

令和６年度「上北の教育」の「学校教育指導の方針と重点」を

リーフレットにまとめました。４月初旬に各校に配布しますので

御活用ください。 

 また、「上北の教育」電子データ版を上北教育事務所 

ＨＰへ４月１日（月）に掲載予定です。そちらもぜひ 

御活用ください。      

 同校は平成２８年度に町内４校が統合され、一町一校

の小学校として開校しましたが、統合前の各学区の協力

体制を引継ぎ、「Yes みんなのサポーター」として体験学

習を支え、地域学校協働活動の先駆けとなりました。 

 また、「小中連携によるボランティア活動」、地域教材

を活用した総合的な学習の時間「ドリカムタイム」など、

地域や郷土に対して親しみと愛着を持てるキャリア教

育を、学校・家庭・地域の連携・協働により推進してい

ることが高く評価されました。 

同館は昭和３０年８月に設置された歴史ある公民

館です。コロナ禍であっても住民の外出機会を確保し

ようと講座数を増やすなど、住民に寄り添った事業を

展開してきました。現在では１８の成人講座で延べ 

６２回の開講、貸館及びサークル活動を含めると年間

約 18,000 人の利用があります。 

 これまでの活動や、「講座がなくても、つどい、ま

なび、人がつながる、そのきっかけとして公民館を利

用してもらえる気軽さ」を大切に、学びと活動の循環

を目指すビジョンが高く評価されました。 

「多様性への理解」と「人財の育成」により組織のレジリエンスを高める 

令和６年度「上北の教育」 リーフレットの配布と 

ＨＰ掲載について 
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